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はじめに
　

情報社会の急速な進展により、日常的なデータであれ、科学的に得られたデータであれ、それらを
正しく分析し、有効に活用するニーズがますます高まっている。データ分析を的確に行うには、統計
処理は必須であり、統計学を理解した上での利用が求められる。

統計処理を正しく理解するには、統計処理がどのようなプロセスで進められていくのかについて、明
確なイメージを描いて学習していくことが重要となる。そのために本書では、様 な々視点から多数の
シェーマを用意し、統計理論をできるだけ分かりやすく理解していただけるように努めた。

特に、統計学の理論は確率論に基づいており、標本抽出に伴うデータの確率論的な揺らぎの特性
の理解が求められる。そこで、常に図式的に提示することで、統計学の背景にある確率論の意味を
イメージできるようにした。

本書は、好評いただいている1990年に出版した「バイオサイエンスの統計学」（南江堂）を発展さ
せた形で構成した。各種統計手法の基本的な概念と処理手順の解説に加えて、より深い理解のた
めに、「探求」、「参考」、「注意」の欄を設けて解説した。また、図中に示した「ここがポイント」で
は、その重要点を明瞭に述べ、理解を促すようにしている。

なお巻頭では、多様な統計処理法を分類・整理し、それらの全体像を把握できるようにした。さら
に検定法と統計処理法のまとめ図表から、検定法間の関連性と使い分けについても、すぐに確認で
きるよう工夫している。また、10章の「適切な統計処理法に必要な考え方：よくある質問に答えて」
では、これまで曖昧にされてきた、誰もが抱く統計処理上の様 な々疑問点を取り上げて、その本質的
な部分に触れて回答し、適切な統計処理の指針とした。

本書では、実際に統計処理を行えるようにすべく、著者らが開発した統計ソフト（機能限定版）を
付けている。これは単なる学問としての統計学ではなく、実データを用いて読者自身が統計処理を
体験的に学んでいただくことを目指している。このソフトが持つ統計シミュレーション機能により、
統計学の根本にある、標本抽出理論（母集団と標本統計量の関係）を、乱数データを発生させて
視覚的に理解できるようにした。

本書を利用することで、統計学をより身近なものに感じてもらえればと願っている。なお、本書作成
にあたっては、StatFlex 開発チームのメンバーである佐藤和孝氏、川野伶緒氏に、付属統計ソフト
の開発のみならず、編集作業においても多大な援助をいただいたことに、改めて感謝の意を表す。

 2014年9月　　市原清志
 佐藤正一
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第２版によせて
　

市原による「バイオサイエンスの統計学」（1990年南江堂）は、基礎統計学についての知識を広く、
深く取り扱っており、これまで多くの読者を得ている。しかし、やや難解な内容も含んでおり、初学者
には敷居の高い内容となっていた。そこで、大学1年の教養課程における統計学の授業での利用を
想定して、内容を簡略化した「カラーイメージで学ぶ統計学の基礎」を2006年に刊行し、2011年に
同書の改訂版を出版した。しかし、教養課程で利用するには、さらなる簡略化や補足説明の必要な
箇所が多 あ々った。
そこで2014年に全面的な改定を行い、統計データの解析を行う際に多くの方々が疑問をもつ点に関
して、より明快な解説を試みた「カラーイメージで学ぶ＜新版＞統計学の基礎」を刊行した。幸い、
教養課程の教科書としての価値が認められ、より多くの大学で採用されるようになった。ただ、解
説の流れや説明文の明解さなどに問題があったことや、誤字・誤植もいくつか存在した。
今回の増刷にあたり、細部にわたり記述内容を見直し、かつ授業でより使いやすくするため、頁の
配置を全体的に整理した。特に、統計学の理解を助けるシミュレーションを付録から本文の該当箇
所に再配置し、標本のばらつきや統計量への理解を高める工夫を行った。また、類似した内容の記
述をまとめ、主要な図を作り直した。さらに、その要点を把握しやすくするため「ここがポイント」の
数を増やすとともに、表現をより簡潔なものとした。新たな検定法としては、分布の正規性を確認す
るための歪度と尖度について解説を追加した。
この改訂により、統計学の理論とデータ処理法に関し、よりスムースな理解が得られ、授業ばかり
ではなく、独学でも本書から統計学の基本を十分習得していただけることを、執筆者一同願ってい
る次第である。

 2016年8月　　市原清志
 佐藤正一
 山下哲平
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ROC分析と曲線下面積

　一般に 2群の重なりが少ないほど検査の性能が良く、重なりが多いと検査の性能が悪
い。下図に示すごとく左側の図は、疾患群と非疾患群が完全に重なっており、AUC = 0:5
で最も悪い。一方、右の図にいくにしたがって重なりが少なくなり、AUC は順に大きく
なり、一番右の図では AUC = 1:0に近く、非常に優れた検査である。

2群の検査値の分布とROC曲線

ROC曲線

２群の検査値
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　なお、ROC解析は患者対照研究の中で 2群（疾患群と非疾患群）の分離度を見る目

的で使用されるため、検定を行っているわけではない。疾患群と非疾患群での検査値の群

間差を検定し、統計的に有意な差が見られても、曲線下面積（AUC)が大きくないと検
査値の臨床的な有用性は乏しい。

21

検査 Aを疾患群と非疾患群について施行し、次のデータを得た。検査 Aの

疾患分別度を表す ROC曲線を描け。

疾患群 4 5 5 6 6 6 8 8 9 10

非疾患群 1 2 3 3 3 4 5 5 6 7

カットオフ値を 11段階に設定し、それぞれについて感度、偽陽性率（1－特異度）

を求め、ROC曲線を作成する。
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